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第 4 章では，ロール成形性を評価する材料特性値として εR を用いることが実用的であるという観点
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から，一般のロール成形加工で材料に発生するひずみ域(数%以内)での hの挙動を明らかにし，調
質圧延延伸率および引張予ひずみを関数としたE: R の計算式を提案し，これにより εR を精度良く推定
できることを示している。
















ける荷重時と除荷時のひずみの差 εR が， また断面形状に対しては均一曲げ試験における同様なひず
みの差白が強い相関を有することを明らかにしている。
さらに，一般のロール成形加工で材料に生ずるひずみ域での εRの挙動を明らかにし，素材ごとに変
化する調質圧延の延伸率および成形中に生ずる引張予ひずみを関数とした εR の計算式を求め， これ
により素材の加工履歴および成形工程の変化にともなう εR の変動を容易に，かつ精度よく求め得る手
法を提案している。
以上のように本論文は金属薄板のロール成形性を評価するための材料特性値を求めるとともに，実
際のロール成形加工への適用の基礎を明らかにしたもので，金属塑性加工学および金属材料学に寄与
するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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